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戦後第二世代と呼ばれる方々や、それ以前の方たちがダンスを踊り伝えてこないと今が成り立たない、

というところを知ることができました。さらに海外の踊りを取り入れたり、それを使って様々な舞踊を

教えてくださる先生方を利用する勢いで自分の道を切り開いてきたダンサーが、世界で活躍し日本のダ

ンスを導いていくのだとしみじみ感じました。 

テレビで「自信のなさは経験の差が物を言う」と言っていました。先生に質問するのも難しいし、相

手にされるのか心配になってしまうことが私にはあります。ですが、今回の動画を見て日女の先生方の

技を見て盗むだけでなく、多くのジャンルを取り入れたりする必要があると思いました。もちろん質問

することが前提です。 

舞踊は、舞踊とひとくくりにするのは難しく、体を使って何かを表すこと全て踊り、と捉えることが

できます。私は表現を磨いていきたいです。 
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私はこの動画を見て、戦前から現代にかけてダンスは社会と確実に結びついていると感じた。それは

ダンスの表現が夢物語を題材にした作品にとどまらず、コミカルに現代風刺する作品へと変化している

と学んだからだ。動画内で取り上げられていた「JCDN」のことも初めて知ったため、より社会と密接

に関わることができる機会に繋がると思った。またダンサー個人が「作家」と言われていることにとて

も驚いた。身体を最大限に使いながら表現するダンサーはひとりの芸術家として扱われるのだと改めて

感じた。それと同時に、表現を極めているからこそ、独自の独特な表現を求めてソロ作品を創り続けて

いくのではないかと考えた。個人のキャリアを積むダンサーがいるということは、表現に終わりはない

のだと改めて感じた。 
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この動画から、私は戦前には考えられなかった舞踊が戦後に生まれて現代の舞踊に影響を与えている、

ということを学びました。系列などは徐々に消滅し、近未来で最先端をいったソロのモダンダンスの作

品や、バレエやオペラから影響を受けた作品、ミュージカルのような作品も生まれたということがわか

りました。身体だけではなく理論派の舞踊家の方は、カートを使用した作品や一枚の絵から作品を作っ

たりなど、ユニークな作品が生まれたということも知ることができました。男性ダンサーが少なくても

それを武器に様々な作品が生まれたことを知り、男女の境界線がなくどんな人でも自由に表現できると

ころに改めてダンスの魅力というものを感じました。これからも現代舞踊で他ジャンルを取り入れ、挑

戦、拡大させていけるような舞踊家に近づけるよう、もっと学んでいきたいと思いました。 
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日本舞踊や舞踏から始まり、日本独自の美術感覚とアメリカ北部やヨーロッパ、フランスなど舞踊界

の中でも強い各国の良さが個人の個性と共に交わっていくのがとても分かり、興味深かった。 

特に、「エーデルワイスのうた」が印象に残っている。1つの木の周りを見上げながら踊ったり、群

のような構成もとても面白く、一本で見たいのでDVDか何か探そうと思った。 



モダンダンスのソロダンサーは一人一人に色があって、歩く走るなど日常生活からヒントを得たり、

心のままに踊ったり、表現が自由で見ていてとても面白かった。よければもっと見たいので、何か探そ

うと思った。よければもっと見たいので、どこで資料が得られるのか、何で見れるのか等を教えていた

だきたいです。 

 

5 

今回現代舞踊の流れについての動画を見て、ただ生活からヒントを得て作品にしているのか、面白く

見飽きない作品を作るのは空間を大事にすることだと思いました。どこでも空間は求められますが、そ

の使い方が大人数か少人数かで変わることを感じました。また歴史の中で多く活躍してきている方々は、

違う別ジャンルでもやりこなしていることが素晴らしいなと思いました。踊りだけではなく表現から磨

かれている姿が拝見できたことも含めて、動画の冒頭で髙瀬さんがおっしゃっていた「現代アート」と

いう言葉が印象に残っています。人の心を動かす踊りは平面的なものではなくて、数々の方の作品のよ

うに立体的で常に何か新しいものが入っているのが興味を持てると思いました。創作する機会も増える

と思うので、ソロならソロで強調した部分をうまく見せられるようにしていきたいです。 
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現代の自由で個性が求められるダンスになるまでにこれだけの変化があったことに驚いた。流れを見

ている中で、特別なものとして扱われてきたダンスが、日常的なものへと変化しているように思えた。

特にダンスに積極的に演劇が取り入れられるようになったり、より日常の人間らしさが表現されるよう

になっていて面白いと思った。動画の中で一枚の絵画から作品を作り出すダンサーの方が一番印象に残

っている。芸術と芸術の組み合わせでどちらも表現するものが混じり合って完成する作品は、本当に意

味の深いものが出来上がると思う。是非直接見てそういう作品を体験してみたいと思った。現代の多様

で自由なダンスがあるのは多くのダンサーの方々が自分の個性を貫き、ジャンルを崩したり新しいもの

と組み合わせてみたりとダンスを追求してくださったからだと改めて思った。 
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私は大学に入学して表現運動学の授業を受けるまで、ダンスがどうやって発展してきたのかなど全く

知らなかったし、授業がなかったら一生知らずに踊っていたと思います。ですが、今回動画を見て、今

は多くの人にダンスというものを知ってもらえているし、たくさんの情報が調べれば出てくるけど、こ

うなるまでにはたくさんの人が海外でダンスを学び、日本で広めてくれたと考えると、知らずに踊って

いたことがなぜかすごくもったいなかったなと感じたし、歴史を知れて良かったなと思いました。他に

日女の先生も出てきて、今とても素晴らしい環境で学ばせてもらえているんだなと感じたので、絶対に

無駄にせず一つ一つの言葉すべてをキャッチして理解して、卒業するまでに今の自分よりさらに成長で

きるように努力していきたいです。 
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私の主ジャンルはチアダンスなので、他のジャンルにはほとんど触れて来てなかったため、踊りや歴

史など何も知りませんでしたが、今回の動画を見て一番印象に残った人物は、髙瀬多佳子さんです。髙



瀬さんはソリストとして活躍していて、76年音楽新聞新人ベストテンに入っていたり、78年東京新聞

全国舞踊コンクール洋舞第1部第一位など多くの賞を受賞されていました。またコレオグラフショーケ

ースに選ばれ、ニューヨークで年1回ずつ発表するなど海外でも活躍されていて素晴らしいなと思いま

した。私も海外で活躍するダンサーを目指しているので、髙瀬多佳子さんのようなスーパーダンサーに

なれるように踊りだけではなく、人としても沢山学んでいきたいです。 
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私が動画から学んだことは、ダンスは個性によって進化してきたということである。70年代以降、

北米や中部ヨーロッパを中心にキャリアを積んだ日本人舞踊家は皆、ダンスに個性を出していた。古典

的なダンスから一歩抜け出し、独自の世界観を作り上げた人のダンスは注目されることを動画を通して

学んだ。例えば演劇要素を加えることで話題性を見出し、特徴づけていた。このような作品を鑑賞して

私が感じたことは、他人と違う「自分らしさ」をダンスに取り入れることが大切であるということだ。 

ダンスの歴史のステレオタイプにとらわれず、新しい道を開いていく舞踊家の名前は残っていくとい

うことを改めて感じ、私も創作をする際は人と違うことをしたい、と強く考えた。自分にしか創れない

ダンスを創るということは簡単ではない。しかし、その苦難があってこそのダンスの進化なのだと感じ

た。 
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このDVDから、ダンスを創作する上で重要になることを学んだ。創作では個人単位での発想力、技

術力が必要になる。これらを鍛えるために優れたダンサーたちは皆、留学して自身を成長させている。

留学前と後ではどのように変わるのかはDVDにはないが、おそらく文化の違いや体格の違いなどから

価値観が大きく変わり、柔軟な発想や身体になったのではないかと感じた。中でも踊り手を生かし、構

成などにおいても演出力のある踊りに圧倒された。またこのDVDで最も考えさせられたのは、「ジェ

ンダー」についてだ。なぜ男性ダンサーは少ないのか、少ないがバレエなどはいなくなることがないの

はなぜか。私なりにそれは男性が必要であるから、と考えた。だがそうすると曲線的な女性の美しさを

うまく表現していた男性はどういった役割や位置づけであるのか、とても興味深いところである。 
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現代舞踊の歴史について、ここまで深く知る機会は今までなく、また私がお世話になっている先生も

紹介されていて、とても興味を持って見ることができました。海外でキャリアを積んだ先生方の場面で、

「新しい何かをしよう」という言葉があったのが印象に残っています。いつの時代でもそういった心が

あったからこそ、組立や構成の劇的なものを創られた戦中生まれの女性舞踊家がいたり、身体運動の効

果だけを目指した戦後生まれのダンサーがいるのだと感じました。 

戦前では考えられないほどの技術・対象領域の広がり、内容の多次元化が戦後独自のものとして取り

上げられていましたが、今を生きる私たちが、過去の舞踊家がつくった歴史を超えて発展させていくべ

きではないかと感じ、舞踊に向き合っていきたいと思いました。 
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動画から学んだことは、年代が変わるにつれて様々なダンス技術が加わり進化していることが一番に

わかりました。ダンスだけではなく、音楽や舞台技術も進化していることもわかりました。全部の作品

を鑑賞して、モノや照明をいかしている作品にとても魅力を感じました。特に葉桐次裕さんの「仮面M

ASK―闇を蹴る―」という作品が印象に残りました。映像は少ししか流れませんでしたが、その数秒で

もスケールの大きさや迫力が伝わってきました。 

動画を鑑賞し終わった後、私はまだまだダンスの世界について知れていないと実感しました。これか

らも進化していく中で自分自身がどのようにダンスで伝えていくのか、とても考えさせられました。知

っている先生方もいて、改めて偉大な方に教えていただいていると感謝の気持ちでいっぱいになりまし

た。 
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戦後には様々な舞踊家たちが活躍し、それぞれの個性や才能を活かした作品を数々とつくり上げてい

た。特に萩谷京子さんのユニークな作品はとても印象に残った。そして舞踊におけるジェンダー間の比

率についても、男性が男性らしさを出しつつも魅力的で印象的な作品を数多く生み出していた。これは

今も昔も変わっていないと思う。石淵先生がそんなにすごい方だとは知らなかったので、素晴らしい先

生に教えていただけることに感謝して授業を受けたいと思った。戦後の舞踊には戦前には考えられなか

った技術や対象領域を認めざるを得ない。その根源には内容の多次元化や他ジャンルへの取り組み、拡

大、挑戦などが挙げられる。この先も止まることなく舞踊の世界が広がり、変化していく未来がとても

楽しみに思えた。私ももっと舞踊の歴史について勉強してみようと思った。 
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どの作品も個性的で表情もすごく、身体を大きく使って踊っていたので、何をイメージして踊っている

のかがよくわかりました。戦後生まれの筆頭の野坂公夫は、豊かな創造性を発揮しておりワシントンD

Cでいくつか公演を持っていました。また戦後生まれとして最も優れた中核的な作品を発表し続けてい

ました。映像だけでも鳥肌が立つくらい迫力があって素晴らしいと感じました。「鶴女」や「赤い靴」

などの一連の代表作は、全てミュージカル的色彩の強いストーリーが全編を支配し、そのドラマを運ん

でいると言われています。 

戦後の舞踊は戦前には考えられなかった技術、および対象領域の広がりがあり驚きました。日本の現

代舞踊は今後も進化していく、と私はこの動画を見て思いました。 
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動画を見て、海外に行ってダンスを学んだ舞踊家が多いと思った。最初の頃はダンスのテクニックを重

視した作品だったが、だんだんと現在に近づくにつれて演劇性や衣装・道具にこだわった作品が流行し

たことを学んだ。またソロ作品でも圧倒的に存在感を残していたり、面白い身体の使い方を取り入れて

いて、一人でも舞台を自分の色に染めていく力をすごいと思ったし、自分もそんなダンサーになりたい

と改めて思った。独自性やメッセージ性のある作品を創作できるように今後も授業に励みたいと思う。

演劇性を求めすぎて作品にダンスの技術が低下したと言っている人もいたので、一人一人のダンススキ



ルがちゃんとあるからこそ作品は成り立つと思ったので、技術を高めることも作品を創作する力も両方

欠けることなく備えていきたいと思いました。 
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改めてダンスはとても深くて広いものだと感じました。戦前と戦後で種類が全く違い、こうして変化・

進化をしてきたんだと学ぶことが出来ました。ダンスをただ楽しいからやるのではなく、どうしたら伝

わるのかも今まで以上に考えながら踊りたいと、今回の動画を見て思いました。ダンスの歴史を繋いで

くださった方が、ダンスを変えながら伝え続けてくれたことに感謝して、その気持ちを一生忘れずにい

ようと思います。ダンスは奥が深くて本当に難しいものだと思いました。今後さらにたくさんのものに

触れて少しずつでも理解していけたらなと思います。私自身踊る立場にいるからこそ、もっと知りたい

し、学んで成長したいと思いました。たくさんの方が繋いできた伝統を守りつつ、広めていけるように

頑張ろうと改めて思うことができました。 
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加藤みや子さんの名前があがった時に、以前観に行った公演「帰点」が頭に浮かんだ。この中で、金属

などを使って視覚・聴覚を結び付ける作品を制作している金沢健一さんとのコラボがあった。これはま

さに、ダンスと他ジャンルの融合である。鉄の机にボールを落とすことで奏でられる音は同じものはな

く、それに同じて即興的な身体の動きも同じものはなく、良い意味で生々しさを感じた。ダンスに芸術

性が求められる今、ダンスだけではなく美術、音楽、照明など様々なジャンルにも目を向けて感性を養

っていく必要があると感じた。踊りという視覚的なところだけではなく、聴覚、触覚などすべての感覚

に訴えかけるような作品づくりができるように、日頃の小さなことにも注意を払うことで感覚を磨いて

いきたいと思った。 
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戦後の現代舞踊は身体技術だけではなく、演技に目を向けて作品を創ったり、群舞やソロの特性をい

かしたり、他ジャンル、モノを使う作品であったり、様々な方向へと踏み出し始めたきっかけのような

時代と感じた。改めて身体の構造を研究した方もいたりすることでたくさんの可能性が生まれたことも

表れている。私のずっと習っているモダンバレエの先生が元々平多正於先生の所にいらしたので、この

動画に平多利江先生、平多実千子先生の名前が出てきて興味が湧いた。しかし踊っている姿を見たこと

がなかったので、すごく良い機会だった。一人一人の踊りを見てそれぞれの個性に力強さや滑らかさが

確立しているのを感じた。私も自分らしい踊り方を見つけたいと思っていたので、さすがだなと思った。

踊りは研究することがとても大切で、さらに他のダンサーの良いところを吸収することも重要だと分か

った。 
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多くの日本のダンサーさん達が海外で活躍されて当時の社会や若者に影響を与えており、1970年代以

降は個人の発表や技法が重要視されていった。戦後生まれの舞踊家は、バレエや感情を入れる作品が多

く圧倒された。自分の表現したいことを独自の感性で表現したい時はソロで、ストーリー性を持たせて



表現したいときは衣装や舞台を工夫して演劇要素を足して作品を完成させていた。また、高い構成力を

持っている舞踊家が一枚の絵から想像を膨らませてダンス作品を創作していて、自分にはできないが絵

が伝えたいことも自分が表現したいことも伝えられる作品を創れるのがすごいなと思った。先日、初め

て歌舞伎を観劇して、女形の人は本当に綺麗だったし、足に力を入れて床を鳴らしたり、動きで客を笑

わせていて面白かった。私もダンス芸術の未来像を作る一員になれるよう頑張る。 
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幼少期から親が演劇やミュージカルをやっていて、私も少しやってたり、小さい頃からたくさん見てた

のでダンスや演劇の劇的構成を得意とする作家たちの所からダンサーが引き継いだ演劇性の項目が印象

的でした。私は高校生の頃、近藤良平先生が主催の「ハンドルズ」という障害者チームの方と、ダンス

部として2度舞台に出演する機会がありました。私は現代舞踊をそこまで身近に見たことがなく、近藤

先生をはじめとして舞台をつくり上げてるにつれて、現代舞踊って面白いと感じました。近藤先生の振

りは演劇も取り入れた素晴らしい演出で、とても勉強になりました。ダンスは言葉を使わない表現とし

て全世界共通で伝えることができる素晴らしいものだと感じました。動画の流れが早く進みすぎてよく

わからなかったけれど、面白かったです。日本の現代舞踊はまだまだ奥が深いなと思いました。 

 


